
高山市議会ぎかいだより

【
本
年
度
の
活
動
重
点
項
目
】

　

市
内
各
所
で
、
地
震
や

大
雨
に
よ
る
災
害
が
相
次

い
で
お
り
、
安
心
安
全
の

生
活
を
確
保
す
る
た
め
の

社
会
基
盤
の
整
備
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。

　

特
に
、
市
内
に
９
５
１

ヶ
所
も
あ
る
橋
梁
は
老
朽

化
し
更
新
の
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
に
つ

い
て
も
同
様
で
、
計
画
的

な
維
持
修
繕
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
の

効
率
的
な
維
持
管
理
・
更

新
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
計
画
、
さ
ら
に
は
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
都

市
計
画
、
ゴ
ミ
処
理
基
本

計
画
等
に
つ
い
て
、
私
た

ち
基
盤
整
備
委
員
会
は
全

員
で
調
査
研
究
を
進
め
、

行
政
へ
の
政
策
提
言
に
ま

で
結
び
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
１
年
間
精
力
的
に
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。



委員会調査

策
が
急
が
れ
ま
す
。

〈
秋
神
配
水
地
〉

　

良
質
な
湧
水
源
を
有
効

活
用
し
、
さ
ら
に
施
設
を

新
設
一
元
化
す
る
こ
と
で

効
率
的
運
営
を
図
る
朝
日

町
の
秋
神
簡
易
水
道
の
現

地
を
確
認
し
ま
し
た
。

〈
市
道
塩
屋
見
座
線
〉

　

朝
日
町
か
ら
美
女
峠
頂

上
ま
で
の
２
車
線
化
道
路

改
良
工
事
の
進
捗
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。

〈
市
道
丹
生
川
上
宝
線
〉

　

丹
生
川
大
萱
地
内
の
道

路
新
設
改
良
工
事
。

〈
丹
生
川
ダ
ム
〉

　

荒
城
川
流
域
の
水
害
対

策
・
流
水
機
能
保
持
等
の

た
め
に
平
成
元
年
事
業
採

択
さ
れ
、
平
成
24
年
度
完

成
に
向
け
工
事
が
進
む
ダ

ム
本
体
と
周
辺
環
境
に
つ

い
て
現
地
を
確
認
し
ま
し

た
。

〈
中
部
縦
貫
自
動
車
道
〉

　

高
山
イ
ン
タ
ー
か
ら
丹

生
川
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
区

間
約
9.5
㎞
の
予
定
ル
ー
ト

を
高
山
国
道
事
務
所
の
担

当
官
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
視
察
し
ま
し
た
。

〈
高
山
国
府
バ
イ
パ
ス
〉

　

平
成
25
年
の
供
用
開
始

に
向
け
、
工
事
が
進
む
バ

イ
パ
ス
を
ト
ン
ネ
ル
内
の

工
事
進
捗
状
況
も
含
め
視

察
し
ま
し
た
。

〈
糠
塚
地
区
た
め
池
用

水
〉

　

ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
よ
る

枯
水
対
策
の
現
況
と
、
今

後
の
国
補
償
の
方
針
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
　
　

H24年度完成に向け工事が進む丹生川ダム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員会　所掌事務と重点項目


